
 

松本市住宅マスタープラン見直しの視点 

 

松本市住宅マスタープラン（平成２２年３月策定）  （１）社会動向の整理  住宅施策の動向を踏まえた新たな視点(例) 
     

 Ⅰ 安全・安心の住まい・まちづくり  

１ 災害に強い住まい・まちづくり 

 施 策  耐震診断や耐震改修等／建築物の適切な維持・保全／住まい

とまちの不燃化／災害発生危険区域内住宅の移転／再利用が

困難な老朽空き家の除却／住宅の防火性能の向上／被災住宅

の再建／災害時における民間空き家等の活用 

２ 健康にやさしい住まいづくり 

 施 策  アスベスト飛散防止／良好な室内環境の確保 

３ ユニバーサルデザインを導入した住まい・まちづくり 

 施 策  住宅のユニバーサルデザイン化／公共施設等のユニバーサル

デザイン化 

 Ⅱ 住宅・宅地のストックの活用と流通の促進  

１ 住まいの長寿命化 

 施 策  ライフスタイルに対応できる長寿命住宅の普及／マンション

の適正な修繕・改修や円滑な建替え 

２ 住み替えがしやすい仕組みづくり 

 施 策  適正な住宅情報の提供等／空き家・空き部屋（中古住宅、賃

貸住宅等）の活用／持ち家を活用した住替えの活発化 

 Ⅲ まちなかや中山間地等の地域特性に応じた住まい・まちづくり  

１ まちなかにおける住まい・まちづくり 

 施 策  持ち家の取得／民間賃貸住宅への入居 

２ 中山間地における住まい・まちづくり 

 施 策  中山間地への住替えの促進／田舎暮らしに関する情報発信等 

３ 地域住民が主体となるまちづくり 

 Ⅳ 環境と調和する住まい・まちづくり  

１ 自然環境に調和した住まい・まちづくり 

 施 策  木材を利用した住まいづくり／自然環境に調和した街並み等

の景観形成 

２ 省エネの住まいづくり 

 施 策  省エネルギー住宅や新エネルギーを活用した住宅の普及／建

築物における効率的なエネルギーの利用 

３ 建設廃棄物の減量とリサイクル 

 施 策  リサイクル製品等の普及／建設廃棄物の分別・減量化 

 Ⅴ 誰もが安定した居住を確保できる住まいづくり（セーフティ・ネット） 

１ 多様な入居者・世帯が住みやすい公営住宅の運営 

 施 策  公営住宅へのより公平・的確な入居／入居者に応じた公営住

宅の提供／公営住宅の効率的な管理運営／公営住宅への多様

な世帯の入居による住民の交流 

２ 住宅困窮者が民間賃貸住宅に入居しやすい仕組みづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

✓再生可能エネルギーの導入 

✓本市の気候風土を活かした住まいづくり 

✓耐風性の向上 

✓不動産取引時における災害リスク情報の提供 等 

  
✓職住一体の住まいづくり（テレワークスペース等） 

✓職住近接の住まいづくり 

（コワーキングスペース、サテライトオフィス等） 

✓職育近接の住まいづくり（地域や職場の子育て支援施設等） 

✓ライフステージに応じた柔軟な住替え 

✓二地域・多地域居住の促進 

✓非接触型の暮らし（宅配ボックス等） 

✓空き家の発生抑制・荒廃化の未然防止 等 

  
✓高齢期に備えた総合的な住まいの相談体制の充実 

✓ヒートショック対策（温熱環境）の充実 

✓ＩＯＴ技術を活用した高齢者の見守り 

✓サービス付き高齢者向け住宅の整備・情報開示の推進 

✓多世代同居・多世代近居の促進 

✓多様な世代がつながり交流するミクストコミュニティの形成 

✓子育て・共働き世代に配慮したまちなか居住の推進 等 

  
✓セーフティネット登録住宅の家賃低廉化の推進 

✓住宅確保用配慮者への生活相談・支援体制の確保 

✓災害発生時の住まいの確保 等 

  
✓地域における住まいづくりの担い手の確保・育成 

✓既存住宅流通の活性化の促進、リフォーム市場の拡大 

✓新技術を活かした住まいの普及 

✓住宅分野における遠隔・非接触型の顧客サービスの充実 等 

   

 （２）住生活基本計画（全国計画）の概要  
   

 

 
社会環境の変化 

目標１ 新たな日常、ＤＸの推進等 

目標２ 安全な住宅・住宅地の形成等 

 

 

居住者・ 

コミュニティ 

目標３ 子どもを産み育てやすい住まい 

目標４ 高齢者等が安心して暮らせるコミュニティ等 

目標５ セーフティネット機能の整備 

 

住宅ストック・ 

産業 

目標６ 住宅循環システムの構築等 

目標７ 空き家の管理・除却・利活用 

目標８ 住生活産業の発展 
   

 （３）長野県住生活基本計画の概要  
   

 

 １ しあわせ信州“住まい方”ビジョン２０３０  

 

 Ⅰ 住 まいの姿  環境や健康にやさしく安全な住まい 

 Ⅱ 住 みこなし  多様な変化やニーズに対応した住まいの選択 

 Ⅲ コミュニティ  地域や社会にひらかれつながりささえあう暮らし 

 

 ２ 住生活の基本理念と目標  

 

「育まれた資源を次世代に住み継ぎ、 

持続可能な地域共生社会をめざして」  

 

Ⅰ ２０５０ゼロカーボン社会の実現 

Ⅱ 住まい方への大きな潮流の変化を踏まえた対応 

Ⅲ 多様な世代がささえあうコミュニティの形成 

 

１ 脱炭素社会に向け環境や健康にやさしく安全な住まいづくり 

２ 多様な変化やニーズに応じた住まいの選択 

３ ひらかれ、つながり、ささえあう暮らしの実現 

４ 誰もが安心して暮らせる住まいの提供 

５ 地域経済を支える住生活関連産業の発展 

 

誰一人取り残すことのない持続可能な社会を実現するＳＤＧｓの推進 

東京への一極集中と地域格差の是正 

コンパクト・プラス・ネットワークの実現 

気候変動に伴う自然災害の激甚化・頻発化 

デジタル技術の進展に伴う社会全体のＤＸの推進 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大等に伴う新たな日常の定着 

カーボンニュートラルの実現 

人口減少と少子・高齢化の進展 

住生活産業の発展と新技術の活用 ５ 

誰もが安心して暮らせる住まいづくり ４ 

多様な世代の支え合いとコミュニティ形成 ３ 

多様なニーズに応じた住まい方 ２ 

環境・健康・安全に配慮した住まいづくり １ 
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